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公益社団法人愛知県医師会 第 16 回(定例)理事会議事録 

 

開催日時：平成 27年 8月 27日(木) 午後 2 時 30分～午後 4時 30分 

開催場所：愛知県医師会館 4階理事会議室 

出 席 者 

会 長(代表理事)／柵 木 充 明 

副会長(代表理事)／山 本  楯  伊 藤 宣 夫  横 井  隆 

理 事／市 川 朝 洋  吉 田  貴  伊 藤 健 一  城  義 政  加 藤 雅 通 

    大 輪 芳 裕  西 山  朗  樫 尾 富 二  樋 口 俊 寛  伊藤富士子 

  細 川 秀 一  森  孝 生  城  卓 志  野 田 正 治 

監 事／岩 瀬 敬 紀  可世木成明  榊 原 一 基 

代議員会議長／水 野 和 夫 

代議員会副議長／川 上 雅 正  杉 田 洋 一 

欠 席 者 

理 事／纐 纈 雅 明   

   

議事録作成者  加 藤 結 花 

 

※樋口理事遅刻のため、協議事項 1～8については、24名(うち理事 17名)にて審議した。 

 

議長は、定款第 39条第 2項により、柵木充明会長(代表理事)が務める。 

本日の理事会は、出席者 24名(うち理事 18名)で、理事現在数 19名の 2分の 1以上(10

名)の出席があり、定款第 39条第 6項の決議を行うに必要な過半数に達していることを

確認した。 

 

議事進行に先立ち、柵木会長より挨拶。 

 

―承認事項― 

１．庶務関係事項について                  

(１)後援並びに共催について 

①愛知労働局(愛知労働局長)主催の研修会〔10/6(火)〕の後援について 

    

②NPO法人 愛知県難病団体連合会(理事長 下前君夫)主催の｢愛知県難病団体連合会第

43回大会｣〔10/12(月・祝)〕の後援並びに本会役員の臨席・メッセージの依頼につい

て 
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③愛知県学校保健会(会長 伊藤宣夫)主催の第 63 回愛知県学校保健研究大会・第 36

回東海ブロック学校保健研究大会〔10/14(水)〕の後援について 

 

④一般社団法人 豊川市医師会(会長 大石明宣)主催の日医認定産業医研修会

〔11/12(木)、12/10(木)〕の共催について 

    

 ⑤一般社団法人 名古屋市医師会(会長 杉田洋一)主催の日医認定産業医制度産業医学

研修会〔11/15(日)〕の共催について 

 

 ⑥一般社団法人 日本尊厳死協会東海支部(支部長 青木仁子)の行う平成 27年度リビ

ングウイル研究会東海地方会〔11/22(日)〕の共催について 

 

⑦ 愛知産業保健総合支援センター(所長 山本 楯)主催の日医認定産業医研修会の共

催について 

 

市川理事より説明され、1-(1)-①～⑦について一括承認を求め、承認された。 

なお、②については、本会の加藤理事の臨席・代読が承認された。 

 

(２)日本癌学会(理事長 宮園浩平)主催の第 26回日本癌学会市民公開講座〔10/11(日)〕

の後援について 

   市川理事より説明され、承認された。 

 

(３)日本病院会愛知県支部の顧問就任依頼について 

市川理事より説明され、本会の柵木会長の顧問就任が承認された。 

  

(４)第 58回東海学校保健学会ランチョンセミナー〔9/5(土)〕への座長派遣について 

市川理事より説明され、本会の吉田理事の座長派遣が承認された。 

 

(５)第 6回保険診療と審査を考えるフォーラム〔H28.1/30(土)〕へのパネリスト推薦につ

いて 

   市川理事より説明され、本会の伊藤副会長の推薦が承認された。 

 

(６)平成 27～28年度藤田保健衛生大学医学部 4、5学年臨床実習「地域医療」への協力に

ついて 

市川理事より説明され、名古屋市医師会、東名古屋医師会、刈谷医師会、医療法人

協会より報告のあった医療機関がポリクリ受け入れ医療機関として承認された。 

 

２．委員会・部会、講演会等(本会主催分)の開催について 

柵木会長より、以下の No.1～4の本会主催の委員会・部会、講演会等の開催につい
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て一括承認を求め、承認された。 

 

No. 開催日 名称 開催場所 担当理事 

1 9/14(月) 
地域医療再生に関する多職種連携

協議会 

5階医師連盟会議

室 

樋口理事 

野田理事 

2 *10/31(土) 
第 24回愛知県医師会検視医研修

会 
地下健康教育講堂 

細川理事 

森理事 

3 *12/2(水) 平成 27年度自賠責保険研修会 ウインクあいち 
森理事 

城(義)理事 

4 H28.2/4(木) 新入会員等説明懇談会 9階大講堂 
市川理事 

樫尾理事 

 *は共催・協賛等 

 

３．医師会史編集委員会委員の委嘱について         

吉田理事より説明され、広報委員会委員をメンバーとして立ち上げたいと発言さ

れ、承認された。柵木会長より、編纂の仕上げ時期を決める必要があるのでは、

と質問され、吉田理事より、平成 29年 11月開催予定の 70周年記念事業までには

配付を予定していると発言された。また、各担当理事にも執筆の協力を依頼され

た。 

 

４．難病相談専門医の変更について             

   加藤理事より説明され、丹羽滋郎先生(難病相談専門医(骨・関節))から佐藤公治

先生(名古屋第二赤十字病院 整形外科部長)への変更が承認された。 

 

５．名城病院 地域医療支援及び研修協議会委員の選出について      

大輪理事より説明され、本会の森理事の委員選出が承認された。 

 

６．医療事故調査費用保険について               

   細川理事より説明され、損害保険ジャパン日本興亜(株)より、①100床以上の病

院、②限度額を保険期間中最大 1,000万円とする場合、のいずれかに該当する医

療機関に案内する標記保険を創設した旨通知があり、愛知県医師会団体医師賠償

責任保険と同様に、愛知県医師会として同保険の団体契約を結ぶことが承認され

た。 

 

７．公益社団法人愛知県医師会検視立会医の推薦並びに災害時検案班への登録について              

細川理事より説明され、愛知県警察本部長へ 178名の推薦承認（継続 146名、新

規 32名、辞退 50名で合計 178名）及び災害時検案班システムとして 123名の登

録について承認された。 
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―協議事項― 

 

８．その他 
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─報告事項─ 

【日本医師会、各医師会、中部医師会連合等会議について】 

1．日医第 4 回医療政策会議〔8/24(月)〕について 

 (日本医師会主催：日本医師会館)                  (柵木会長) 

   柵木会長より、本日の会長挨拶を兼ねて報告済みであるため、割愛すると発言さ

れた。 

 

２．中部医師会連合第 1 回勤務医特別委員会〔8/23(日)〕について  

(中部医師会連合主催：名鉄ニューグランドホテル)   

伊藤(健)理事より、医療事故調査制度について、各県より進捗状況を説明し意見

交換を行ったと報告された。センターへの届出の判断について、診療所レベルで

は困難なため医師会の判断が必要ではないかと富山県や福井県より意見が出た。

この他、費用面での負担が大きいことから 11月の委員総会の際、日医へ要望した

いと泉委員長より述べられ、次回は 10月 12 日開催で、「勤務環境改善支援センタ

ー」と「勤務医の組織化」について協議する予定であると報告された。 

 

３．第 6 回産業保健委員会〔8/21(金)〕について 

(日本医師会主催：日本医師会館)            

西山理事より、資料に沿って説明され、議事 1)「産業保健活動総合支援事業損害

保険」への加入⇒予算の関係で登録産業医の一部に留まる。3)産業医活動に対す

るアンケート調査結果⇒医療機関院長は自院の産業医とは成らない（厚労省）。4)

ストレスチェック制度実施マニュアルの解説⇒「高ストレス者」の選定方法につ

いて。5)産業保健委員会答申骨子案 作成につきフリートークが行われたと報告さ

れた。3)については、院長本人が産業医になっている医療機関が多く、自院での

産業医活動については問題があるのではないかという薬師寺道代参議院議員の国

会質問により、アンケート調査が行われたと説明され、直ちに是正する必要はな

いが、いずれ方針、指針等を厚労省から示すと説明された。また、5)については、

単位取得方法を厳格に行うよう、産業医制度のカリキュラムを改訂するという案

であるが、厚労省より、厳格に行わないでいただきたいという要望が出されたと

報告された。 

 

４．第 26 回全国医師会共同利用施設総会〔8/22(土)・23(日)〕について 

(日本医師会主催：リーガロイヤルホテル大阪)      

   樫尾理事より、「地域医療構想と今後の医師会共同利用施設－医療、保健、介護・

福祉の連携－」をテーマに開催されたと報告された。初日は日本医師会横倉会長

より特別講演「日本医師会の医療政策」が行われ、その後、3つの分科会でシン

ポジストから施設の取り組み状況等について発表が行われた。また、翌日に各分

科会の報告がなされ、午後からは、大阪府医師会保健医療センターへの施設見学
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が行われたと報告された。 

   柵木会長より、大阪府医師会保健医療センターの役割について質問され、樫尾理

事より、イメージ的には人間ドック等を行う検診センターと同様であると説明さ

れた。 

 

５．平成 27年度第 2回都道府県医師会医療事故調査制度担当理事連絡協議会〔8/21(金)〕

について 

(日本医師会主催：日本医師会館)                   

   細川理事より、医療事故調査制度の施行を 10月に控え、支援センターの指定、

支援団体の厚生労働大臣告示を始めとする制度の現状、医療事故調査費用保険等

に関する説明があったと報告された。また、8月 21日に日医会長宛に提出された

「日本医師会医療安全対策委員会中間答申Ⅱ」について説明された。 

 

【本会関係会議について】 

６．救急医療情報センターにおける平成 27 年度お盆期間〔8/12(水)～16(日)〕の業務概

況について                       

城(義)理事より、今年のお盆期間の日数は昨年より 1日少なく、総受信件数は減

少したが、1日あたりの件数は約 50件増加したと報告された。増加の要因として

は、昨年より特定の時間に問合せが集中したためであると説明された。トーキー

件数も、1 日あたり約 110 件増加し、インターネットの利用状況については、休

日夜間診療所検索が激減しているが、特定のアクセス元からの重複した件数を整

理し、実数を抽出したためであると説明された。 

 

７．治験審査会〔8/21(金)〕について 

(801会議室)                      

加藤理事より、継続審査 7件(統合失調症・大うつ病 各 2件、アルコール依存症・

認知症・双極Ⅰ型障害 各 1件)については、すべて承認されたと報告された。 

 

８．調査室委員会〔8/18(火)〕について 

(5 階医師連盟会議室)                

大輪理事より、調査室だよりの原稿について検討した。「政策懇談会」への要望事

項について協議し、地域医療構想区域の検討説明会の報告を行った。 

また、日本医師会の税制関係についての報告では、来年度の診療報酬改定につい

て具体的に検討していくという内容であったと説明された。その他、MEDIFAX記

事・Twitter投稿記事についても解説、意見交換を行ったと報告された。 

 

９．地域医療再生に関する多職種連携協議会〔8/17(月)〕について 

(6階研修室)                       

野田理事より、各職能団体からの意見を踏まえ、イエローカード(オヤッ？と Card)・
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システム手引書詳細版の改訂がなされたと説明された。また、事例検討シナリオモ

デルの説明ならびに天白保健所で実施する事例検討会(9月 5日)の当日の流れにつ

いて確認され、多職種連携の問題点を明らかにしていくことで準備を進めていると

報告された。  

 

１０．講演会・研修会等について 

柵木会長より、下記の№1～4の本会主催の講習会・研修会等は資料により報告と

すると発言された。 

 

No. 開催日 名称 出席者数等 担当理事 

1 8/18(火) 産業医研修会 47名 
西山理事 

市川理事 

2 8/19(水) 健康教育講座 106名 
吉田理事 

纐纈理事 

3 8/19(水) 講演会「マイナンバー制度と医業経営」 93名 
大輪理事 

伊藤(健)理事 

4 8/24(月) 小児 CKD(慢性腎臓病)対策講習会 45名 
吉田理事 

纐纈理事 

 

【行政、その他関係団体等会議について】 

１１．愛知県医療審議会第 2 回医療法人許認可部会〔8/21(金)〕について 

(愛知県主催：愛知県庁西庁舎)                     (伊藤副会長) 

伊藤副会長より、医療法人の設立について、出席者・変更委員について、医療法人

数、異動状況について説明された。 

 

１２．東海北陸地方社会保険医療協議会愛知部会〔8/24(月)〕について 

(東海北陸厚生局主催：中産連ビル)               (伊藤副会長) 

   伊藤副会長より、現在の保険医療機関、保険薬局について説明された。また、問題

のある 1医療機関について説明され、様々な診療科を渡り歩いており、標榜してい

る診療科についても専門ではなく、正しい保険請求が出来るか心許ないと説明され

た。 

 

１３．第 1回次期あいち健康福祉ビジョン策定検討委員会〔8/21(金)〕について 

(愛知県主催：愛知県自治センター)                

  横井副会長より、次期ビジョンを策定し、将来の本県健康福祉のあるべき姿を明ら

かにし、取組みの方向性を示していくと説明された。 

  また、委員会の席上で、ケアマネジャーの現場における医療系と介護士系との見解

の相違が目立っていると発言したと報告された。 
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１４．平成 27年度災害医療協議会第 1回統括災害医療調整部会〔8/21(金)〕について 

(愛知県主催：三の丸庁舎)               

城(義)理事より、検視・検案体制において、愛知県下で遺体安置所を制定してい

る市町村は蟹江町 1町のみであるため、他の市町村でも制定していただき、その

際、避難所とは別の施設を選定する必要があると報告された。また、周産期医療

体制は、現在、総合周産期母子センターと地域のセンターに分けられており、ス

マートフォンにより連携体制を取っていたが、新たに、公立西知多総合病院が平

成 27年 9月 30日付にて災害拠点病院に指定される予定であると説明された。ま

た、優先的に拠点病院に燃料補給できるよう石油協会と提携するが、問題点とし

てタンクの大きさがあると報告された。 

   柵木会長より、遺体安置所の制定について質問され、城(義)理事より、1つの建物の

中で遺体安置所と避難所に仕切るのは衛生面等で問題があるため、各々専用の建物

を制定する必要があると発言された。 

 

１５．愛知県社会福祉協議会第 2回苦情解決合議体〔8/10(月)〕について 

(愛知県社会福祉協議会主催：愛知県社会福祉会館)      

野田理事より、苦情受付状況、継続ケースの報告があり、個別ケースについて検討

されたと報告された。 

 

１６．平成 27年度第 2回ケアマネジャー等のための医療知識向上推進事業検討委員会

〔8/11(火)〕について 

(名古屋大学大学院医学系研究科主催：名古屋大学医学部附属病院) 

 野田理事より、今年度の活動報告ならびに活動計画について検討したと報告された。 

 

【その他事項について】 

１７．平成 27 年度公衆衛生関係功労者及び栄養関係功労者に対する知事表彰受賞者に

ついて                        

          市川理事より、勅使河原啓市先生(愛知県産婦人科医会)、杉山秀樹先生(津島市 

医師会)､牧 紀衛先生(愛知県小児科医会)、井上和彦先生(豊川市医師会)が受賞

され、9月 19日(土)13:30～14:00 、あいち健康の森健康科学総合センター(あい

ち健康プラザ)で表彰式が行われると報告された。  

 

１８．「日本医師会最高優功賞」表彰者の決定について      

   市川理事より、救急医療体制の整備・発展に貢献した功労者として、西本幸正先

生(愛知県外科医会)に決定したと報告された。 

 

１９．その他 
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以上で本日の議事を終了し、議長は協力を謝して閉会とした。 

 

平成２７年８月２７日 


